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29. Apudomasの2例:MEA type 1を伴った 
Vater乳頭 Paraganglioma と総胆管 Carc-
inoid 
唐木ー守(都立豊島)
症例1. 49才女性。 Vater乳頭部 paragangliomaの
}背後死亡。剖検により，脳下垂体嫌色素性腺腫。高IJ甲状
保主細胞過形成，甲状腺腺癌，高IJ腎皮質腺腫を認めた。
症例 2，58才女性。総胆管 carcinoidの術後死亡。
剖検により，脳下垂体嫌色素性細胞過形成，副甲状腺主
細胞多発腺腫，両副腎皮質多発腺腫，勝多発腺腫を認め
た。 Carcinoid内の serotonin値は691pgjg wetであ
った。
これらの症例は ApudConceptを支持すると恩われ
る。 
30.胃十二指腸潰療の心身医学的考察
三枝一雄(三枝病院)
胃十二指腸潰療と心身相関については夙に知らるると
ころである。今回，本症の治療と再発防止のために，心
身医学的アプロ}チの必要性を感じて，当院入院患者35
名について，心理的負荷の調査にMI，YGテスト)，
原因と思われる社会的，心理的要因の分析(面接法)さ
らに食事，噌好面の調査(アンケート式)を行なった結
果について報告した。さらに， 潰蕩性格の一面として
“アレキシシミア"の概念を，症例をあげて言及した。 
31.軽井沢町に於ける救急患者の現況
雨宮邦彦，笠井妥陵(軽井沢町立病院)
昭和53年に当町に発生した救急患者は 749人で，対人
口比では全国平均より格段に多い。その中96.4%が直接
当院へ搬走され，町及び病院ではその規模以上に救急医
療に貢献している。頭部外傷等で他医への転送が4.3%
あった。町住民では老人，幼児，中等症以上の頻度が高
いが，町外者は夏期，休日に極端に集中し，しかも軽症
が多い。この事は当町の避暑，観光地としての特殊性で
ある。重症度，病種別，月別推移等を分折検討した。 
32.夜間救急医療・朝震方式 7年間の実績
上野恭一(朝霞市・上野外科) 
1. 診療時間は午後10時から午前0時までの 2時間
で， 日曜・祝日・休日・年末年始等官公庁の休日は休
診。 
2. あくまでも応急診療に徹し投薬は屯服薬程度。 
3. 医師 2名が当番となり看護婦，事務員はいない。
昭和47年4月から朝霞地区医師会が実施している朝霞
方式の特徴は以上のようで， 24時間 365日対応できる救
急体制を到達点と考え，出発点はできるだけ身近なもの
とした，きわめて現実的で実践的な方式である。 
33. Catheter duodenostomyの効用
手良紀，今留淳(山武郡南病院) 
BillrothII法胃切除術に際し，十二指腸断端閉鎖に困難
を感ずるような症例に対しての一方法として， Catheter 
duodenostomyがある。我々もこれ迄6例にこの方法を
用い，いずれも良好な結果を収めている。今回は，その
うち十二指腸断端から多量の胆汁漏出のあった症例を報
告し， Catheter duodenostomyの有用性を述べると共
に，若干の考察を加えた。 
34. 最近経験した上部消化管出血の 4Ø~
村松幸男，鈴木伸典，布村正夫
森川不二男(長野県立須坂病院)
症例 1，2は肝硬変による食道静脈癌破裂で，その大
量出血時に直視型内視鏡を行うも診断困難であった。こ
の症例に経皮経肝食道静脈癌塞栓法を施行し，症例 1は
胃冠状静脈の閉塞により，術後約 4ヶ月再吐血なく経過
良好で、あり，症例 2は術後 3日目に再吐血した。症例 3
は胃潰蕩からの出血，症例 4は肝硬変を合併した Borr・ 
mann 1型と IIc+mの多発胃癌で、出血は潰壌からと思
われた。 
35.成人特発性腸重積症の 1otl 
菅沢寛健，横山孝一，淵上隆
内田朝彦，三宅和夫
(県西総合病院)
このたび我々は非常に希な特発性小腸小腸型腸重積症
を経験した。患者は55才男性で腹痛及び下痢を主訴とし
て来院，入院後亜急性のイレウス症状を呈し， 7日間の
経過観察対症療法の後に開腹，特発性小腸小腸型腸重積
症と判明した。成人腸重積症は小児に比し頻度も低く，
とくに器質的病変を原因とするものが多いとされ定型的
な症状もなく診断が困難なものが多いと言われる。若干
の文献的考察を加え報告した。
